
王
や
.
7
号
号
隼
.
.
宣
㌻
一
ン
;
-
「
H
∵
?
一
.
∴
h
,
二
∴
㍉

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
陸
軍
は
函

館
・
舞
鶴
・
鳴
門
・
芸
予
・
呉
・
佐
世
保
・
長
崎

な
ど
に
要
塞
を
建
造
し
、
要
塞
砲
兵
部
隊
を
設
置

し
、
既
存
の
東
京
湾
要
塞
・
由
良
要
塞
・
下
関
要

塞
・
対
馬
要
塞
に
は
砲
台
を
増
設
し
た
。
一
方
、

海
軍
は
六
六
艦
隊
の
建
造
を
す
す
め
、
明
治
三
十

五
年
に
は
こ
れ
を
完
成
し
た
ほ
か
、
沿
岸
防
備
兵

力
と
し
て
水
雷
艇
な
ど
六
十
余
隻
を
建
造
し
、
各

軍
港
や
要
港
な
ど
に
配
備
し
た
。

第
五
章
で
は
日
露
戦
争
中
の
本
土
の
防
衛
態

勢
、
す
な
わ
ち
全
国
沿
岸
の
主
要
地
点
に
陸
軍
は

海
岸
監
視
哨
を
、
海
軍
は
望
楼
を
設
置
し
沿
岸
の

警
戒
監
視
に
当
た
っ
て
い
た
沿
岸
監
視
態
勢
と
、

要
地
の
防
備
態
勢
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
本
書
の
価
値
を
高
め
て
い
る
の
は
、
著
者
が

実
地
に
東
京
湾
、
函
館
・
小
樽
港
、
紀
淡
海
峡
、

鳴
門
海
峡
、
芸
予
海
峡
、
呉
軍
港
・
広
島
湾
、
下

関
海
峡
、
佐
世
保
軍
港
・
長
崎
湾
、
対
馬
な
ど
を

調
査
し
文
献
に
当
た
り
、
実
地
と
文
献
か
ら
陸
海

軍
の
本
土
防
備
体
制
を
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。終
章
で
は
、
日
露
戦
争
に
勝
利
す
る
と
、
「
一

億
の
国
費
と
一
〇
万
の
生
霊
」
に
よ
っ
て
得
た
大

陸
の
利
権
を
守
り
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
き
で

あ
ー
チ
′
∴
∵
∴
巨
亘
圭
き
し
り
、
提
欝
か
ら
は
守
努

作
戦
を
捨
て
、
大
陸
で
戦
う
攻
勢
作
戦
が
主
張
さ

れ
た
。
一
方
、
海
軍
か
ら
は
米
国
の
マ
バ
ン
大
佐

の
r
海
洋
権
力
史
論
」
　
の
影
響
を
受
け
、
大
陸
へ

の
進
出
を
取
り
や
め
、
海
洋
国
家
と
し
て
商
船
隊

や
海
軍
を
充
実
増
強
す
べ
き
で
あ
る
と
の
南
進
論

が
唱
え
ら
れ
、
陸
海
軍
が
対
立
し
た
が
、
こ
の
部

分
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

ま
た
、
史
料
に
忠
実
な
た
め
本
文
中
に
原
典
が

多
く
、
専
門
家
以
外
に
は
「
読
み
に
く
い
」
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
本
文
中
の
原
典
の
引
用
を
必
要

最
小
限
に
留
め
、
付
録
あ
る
い
は
註
に
廻
し
た
な

ら
ば
、
読
み
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
一

般
読
者
向
け
に
新
書
版
で
著
者
の
卓
見
を
披
露
し

て
頂
け
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
ひ
ら
ま
・
よ
う
い
ち
　
元
防
衛
大
学
校
教
授
)

(
A
5
判
、
五
八
一
ペ
ー
ジ
・
別
冊
付
図
四
四
ペ
ー
ジ
、

九
五
〇
〇
円
、
錦
正
社
、
二
〇
〇
二
・
二
刊
)

黒
沢
文
貴
・
斎
藤
聖
二
・
櫻
井
良
樹
編

『
国
際
環
境
の
な
か
の
近
代
日
本
』

小
　
池
　
聖
一

本
書
は
、
故
藤
村
道
生
元
上
智
大
学
教
授
の
追

悼
論
文
集
で
あ
る
。
藤
村
氏
の
代
表
的
な
著
作
と

し
て
は
、
「
日
本
現
代
史
」
　
(
山
川
出
版
社
、
一
九

八
一
年
)
、
F
日
清
戦
争
前
後
の
ア
ジ
ア
政
策
」
(
岩

波
書
店
、
一
九
九
五
年
)
等
が
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
が
全
盛
で
あ
っ
た
往
年
の

日
本
歴
史
学
界
に
あ
っ
て
、
評
者
に
と
っ
て
も
藤

村
氏
の
政
軍
関
係
を
中
心
と
し
た
実
態
に
即
し
た

同
時
代
史
的
な
実
証
史
学
と
柔
軟
な
発
想
は
、
新

鮮
で
あ
っ
た
　
(
巻
末
に
藤
村
氏
の
著
作
目
録
が
収

録
さ
れ
て
い
る
)
。

本
書
は
、
藤
村
氏
の
学
枕
に
つ
な
が
る
気
鋭
の

研
究
者
に
よ
る
論
文
集
で
あ
る
。
一
般
に
、
論
文

集
の
多
く
は
、
ど
こ
か
寄
せ
集
め
で
、
散
漫
な
構

成
に
な
る
の
が
常
だ
が
、
本
書
の
場
合
、
藤
村
氏

の
問
題
関
心
で
あ
る
「
自
立
」
と
「
近
代
化
」
と

い
う
「
錯
綜
」
す
る
二
つ
の
課
題
を
「
時
々
刻
々

変
化
す
る
国
際
環
境
と
、
日
本
国
内
の
政
治
的
な

介紹と評書-
J
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対
立
状
況
と
が
相
互
に
連
動
す
る
な
か
で
実
現
さ

れ
て
き
た
と
い
う
観
点
」
、
.
す
な
わ
ち
、
内
外
政

の
連
関
と
い
う
意
識
を
執
筆
者
が
共
有
し
、
三
部

構
成
と
す
る
こ
と
で
論
文
集
と
し
て
の
整
合
性
を

一
応
保
っ
ノ
て
い
る
。

三
部
構
成
の
う
ち
、
第
一
部
は
、
「
近
代
日
本

の
形
成
」
と
し
て
政
治
史
の
文
脈
か
ら
み
た
制
度

成
立
を
分
析
し
て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
「
東
ア

ジ
ア
と
月
本
」
と
し
て
、
日
清
戦
争
か
ら
満
州
事

変
ま
で
の
日
本
の
対
ア
ジ
ア
政
策
に
つ
い
て
、
・
第

し
二
部
で
は
、
や
や
焦
点
が
定
ま
ら
な
い
も
の
の
「
世

界
と
日
本
」
と
題
し
た
論
文
を
揃
え
て
.
い
そ

こ
の
な
か
か
ら
、
具
体
的
に
所
収
論
文
に
つ
い

て
、
個
別
に
見
て
い
-
L
L
と
し
た
い
。
な
お
、

評
者
の
能
力
む
あ
り
、
す
べ
て
を
取
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

巻
頭
論
文
は
、
故
藤
村
氏
に
よ
.
る
「
大
村
益
次

郎
と
司
馬
史
観
-
事
実
に
反
す
る
虚
構
の
お
も
し

ろ
さ
1
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大
村
益
次
郎
を
取

り
上
げ
な
が
ら
、
実
は
、
「
明
治
維
新
を
舞
台
と

す
る
司
馬
氏
の
小
説
は
、
.
明
治
維
新
=
革
命
、
西

南
戦
争
=
反
革
命
、
政
府
軍
=
革
命
軍
」
と
い
う

「
図
式
主
義
」
的
(
一
九
五
〇
年
代
の
「
言
説
」
で

あ
か
が
)
な
見
方
に
対
し
て
、
大
村
の
意
図
が
.
「
藩

軍
に
か
わ
る
べ
き
政
府
固
有
の
権
力
防
衛
軍
(
親

衛
軍
)
を
組
織
」
′
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
し
一
て
い

る
。
し
か
し
、
徴
兵
制
の
導
入
は
、
山
城
屋
事
件

と
い
う
一
大
汚
職
事
件
の
な
か
で
陸
軍
中
将
山
県

有
朋
が
薩
派
将
校
や
近
衛
兵
か
ら
の
批
判
か
ら
身

を
守
る
た
め
に
強
行
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

山
県
は
、
四
民
平
等
を
前
提
と
し
た
の
で
は
な
〔

階
級
軍
隊
を
想
定
し
て
い
七
。
′
一
方
、
南
郷
は
、

留
守
政
府
筆
頭
参
議
と
し
て
廃
藩
置
県
を
断
行

し
、
自
ら
権
力
の
根
源
で
あ
る
近
衛
兵
を
解
体
し

た
点
で
「
反
動
」
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
四
民
論

宜
た
っ
た
存
在
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
藤
村
論
文
を
引
き
継
ぐ
の
が
、
大
島
明
子

「
廃
藩
置
県
後
の
兵
制
問
題
と
鎮
台
兵
-
外
征
論

と
の
関
わ
り
に
お
い
で
ー
」
で
あ
る
。
云
論
で
は
、

概
念
的
な
分
析
に
対
し
て
実
態
を
対
置
し
、
志
願

兵
制
と
徴
兵
制
の
選
択
が
当
時
の
政
治
状
況
に
照

ら
し
つ
つ
分
析
さ
れ
て
い
を
具
体
的
に
は
、
.
御

親
兵
近
衛
兵
と
鎮
台
壮
兵
の
解
体
と
徴
兵
制
の
導

入
を
連
関
さ
せ
、
徴
兵
令
制
定
に
あ
た
っ
て
山
県

は
、
士
族
を
主
体
と
し
た
鎮
台
壮
兵
に
類
似
し
た

構
成
の
徴
兵
軍
隊
を
想
定
し
て
い
た
が
、
「
四
民

平
等
・
秩
禄
廃
止
論
の
牙
城
」
で
あ
っ
た
左
院
と

妥
協
し
た
結
果
、
士
族
の
比
率
が
激
減
し
た
徴
兵

制
軍
隊
が
成
立
し
た
。
l
そ
し
て
、
徴
兵
制
が
導
入

さ
れ
た
理
由
は
、
特
定
雄
藩
の
藩
軍
を
解
体
・
排

際
し
て
政
府
軍
を
建
設
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
急
速
で
あ
っ
.
た
理
由
は
、

薩
土
肥
を
中
心
と
す
る
旧
藩
軍
を
再
編
制
し
て
新

政
府
軍
を
創
出
す
る
契
機
に
外
征
論
を
利
用
す
る

こ
と
へ
の
危
機
感
で
あ
っ
た
と
説
得
的
に
論
ぶ
て

い
る
。
こ
の
大
島
論
文
は
、
前
述
の
藤
村
論
文
の

も
つ
分
析
志
向
を
継
承
し
っ
つ
、
よ
り
実
態
を
掘

り
下
げ
て
分
析
⊥
た
も
の
と
い
え
、
低
迷
し
た
昨

今
の
徴
兵
制
研
究
に
一
石
を
投
じ
る
好
論
文
で
あ

る
。
.
第
二
部
で
は
、
斎
藤
聖
二
「
日
清
戦
争
と
直
隷

決
戦
1
戦
争
最
終
期
に
お
け
る
軍
政
関
係
-
」
が
、

明
治
二
十
八
年
三
月
二
十
日
の
下
関
講
和
会
議
開

催
後
も
実
行
に
移
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
活
国
と
の
最

終
戦
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
直
隷
決
戦
準
備
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
直
隷
作
戦
は
、
宣
戦
布
告

以
前
に
す
で
に
策
定
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
八

年
に
入
り
、
山
東
半
島
作
戦
の
完
了
と
活
国
艦
隊

の
無
力
化
に
よ
り
・
、
準
備
は
　
(
「
大
輸
送
」
作
戦
)

進
ん
だ
。
一
方
、
直
隷
決
戦
の
実
施
に
よ
り
活
国
が
瓦
解

す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
列
国
は
、
干
渉
す
る
動
き

を
し
め
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
講
和
の
時

期
で
あ
る
と
理
解
し
た
伊
藤
博
文
首
相
お
よ
び
外

務
省
は
、
割
地
を
前
提
と
す
る
講
和
を
目
指
し
、
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活
国
偶
も
李
浅
草
を
派
遣
し
た
た
め
講
和
談
判
に

入
り
、
町
月
十
七
日
、
日
清
講
和
条
約
が
締
結
さ

れ
た
。
こ
の
間
も
直
隷
決
戦
準
備
は
進
み
、
征
活

大
総
督
府
も
旅
順
に
移
っ
た
。
し
か
し
、
三
国
干

渉
に
よ
り
、
五
月
八
日
批
准
書
の
交
換
が
H
活
両

国
間
で
行
わ
れ
、
政
戦
略
の
対
立
は
未
然
に
政
略

主
導
の
も
と
に
収
放
し
て
い
.
っ
た
と
す
る
。
本
論

の
問
題
点
は
、
直
隷
決
戦
が
実
際
に
行
わ
れ
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
「
無
謀
」
さ
と
い
う
評
価
も

変
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
征
活
大

総
督
府
の
実
態
と
、
講
和
会
議
の
行
わ
れ
て
い
る

下
関
」
広
島
大
本
営
、
旅
順
口
の
征
活
大
総
督
府

間
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
述
べ
て
も
ら
い
た
か
っ

た
。櫻
井
良
樹
「
辛
亥
革
命
時
に
お
け
る
日
本
陸
軍

の
北
活
・
満
州
出
兵
計
画
-
北
京
議
定
書
の
拘
束

-
」
で
は
.
、
大
正
政
変
を
大
き
く
し
た
理
由
を
辛

亥
革
命
期
の
外
交
指
導
に
も
と
め
、
第
二
次
西
園

寺
内
閣
に
提
出
さ
れ
た
山
県
有
朋
の
満
州
出
兵
意

見
書
が
取
ケ
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
理
由
が
分
析
さ

れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
中
国
公
使
で
あ
っ
た
伊

集
院
彦
音
日
記
が
用
.
半
ら
れ
、
革
命
軍
の
北
上
に

あ
た
っ
て
い
た
出
兵
案
が
満
州
出
兵
だ
け
で
な

く
、
京
奉
線
保
護
の
た
め
の
出
兵
で
も
あ
ら
た
こ

と
。
.
そ
の
う
え
で
、
清
国
の
三
分
割
案
を
有
し
て

い
た
伊
集
院
公
使
が
当
初
、
出
兵
に
積
極
的
で

あ
っ
た
が
、
後
に
外
交
面
で
列
国
問
に
お
け
る
日

本
の
影
響
力
拡
大
に
つ
と
め
た
こ
と
。
そ
し
て
、

北
京
外
交
界
に
お
け
る
「
北
京
議
定
書
体
制
」
と

も
い
う
べ
き
、
領
土
保
全
を
前
混
と
し
上
北
活
地

方
に
お
け
る
列
国
協
調
体
制
が
存
在
し
、
守
の
体

制
の
も
つ
拘
束
力
に
対
し
て
」
日
本
が
第
三
次
甘

露
協
商
に
よ
る
「
満
蒙
」
の
「
特
殊
利
益
地
域
」

化
と
、
日
英
同
盟
の
対
中
国
政
策
面
で
の
再
緊
密

化
、
新
中
国
と
の
親
密
化
と
い
う
三
つ
の
方
向
性

を
も
っ
美
と
t
て
い
る
。
た
だ
、
本
論
で
提
起
さ

れ
美
「
北
京
議
定
書
体
制
」
に
対
す
る
陸
軍
等
国

内
勢
力
の
認
識
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
な
い
.
の
が

残
念
で
あ
る
。
▼

小
林
道
彦
「
政
党
政
治
と
満
州
経
営
-
昭
和
製

鋼
所
問
題
の
政
治
過
程
-
」
は
、
過
剰
人
口
問
題

の
解
決
策
と
政
党
の
産
業
政
策
を
連
関
さ
せ
る
と

い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
分
析
枠
組
み
を
提
示
し
、

「
満
州
問
題
」
一
へ
の
新
し
い
視
角
を
も
た
ら
し
つ

っ
ぁ
る
氏
の
「
大
陸
政
策
と
人
口
問
題
」
「
環
太

平
洋
の
訂
際
秩
序
の
療
索
と
日
本
」
(
山
川
出
版

社
、
.
二
九
九
九
年
)
の
姉
妹
論
文
で
あ
る
。

本
論
で
は
、
昭
和
製
鋼
所
問
題
の
政
治
過
程
を

通
じ
て
、
二
大
政
党
、
政
友
会
と
民
政
党
の
産
業

政
策
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

田
中
内
閣
期
、
山
本
条
太
㌫
沼
技
監
霞
に
よ
る
三

業
立
国
主
義
に
基
づ
く
銑
鋼
一
貫
生
産
体
制
の
確

立
を
対
中
国
本
土
輸
出
を
念
頭
に
推
進
さ
れ
た

が
、
満
鉄
外
債
の
募
集
に
失
敗
、
∴
柄
鉄
民
営
化
鴇

合
意
が
形
成
で
き
な
い
受
か
、
張
作
霧
爆
殺
事
件

等
に
よ
り
行
き
詰
ま
る
。
ま
た
、
、
浜
口
内
閣
は
、

満
州
の
国
際
市
場
化
が
目
指
さ
れ
た
が
、
仙
石
貢

総
裁
に
よ
、
る
「
消
極
主
義
」
は
」
世
界
恐
慌
と
中

国
・
国
民
政
府
の
関
税
自
主
権
回
復
と
も
あ
い

ま
っ
て
失
敗
。
▼
昭
和
製
鋼
所
問
題
は
、
立
地
を
含

め
て
未
解
決
の
ま
ま
、
陸
軍
に
よ
る
満
蒙
武
力
分

離
論
の
政
治
的
台
頭
と
い
う
「
現
実
」
の
前
に
崩

れ
た
と
t
て
い
る
。

第
三
部
で
は
、
.
黒
沢
文
責
「
臨
時
軍
事
調
査
委

員
と
田
中
軍
政
-
総
力
戦
と
　
「
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
　
へ
の
対
応
に
関
す
る
補
遺
-
」
が
r
臨
時

軍
事
調
査
各
員
解
散
顛
末
書
十
の
史
料
紹
介
を
行

う
な
か
で
改
め
て
、
陸
軍
・
田
中
軍
政
の
総
力
戦

.
へ
の
対
応
が
「
大
正
デ
モ
グ
1
㌃
-
」
へ
の
親
和

性
、
適
応
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

剣
持
久
木
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
の
射
程
-
一
九
三

〇
年
代
の
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
・
1
」
　
で
は
、
マ
ル
ク

ス
主
義
の
凋
落
に
よ
.
り
、
む
し
ろ
一
般
理
論
と
し

て
有
効
性
が
認
知
さ
れ
た
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
」
.
の

系
譜
を
紹
介
し
、
二
一
′
九
三
〇
年
代
と
二
九
四
〇
年
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代
を
連
続
し
て
捉
え
る
視
座
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
ヤ
ー
ヴ
・
ス
テ
ン
ネ
ル
と
日
本
の
伊
藤

隆
の
所
論
の
有
効
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
比
較
政

治
史
の
手
法
と
し
て
、
概
念
の
共
通
性
を
本
論
で

強
調
し
て
い
る
が
、
両
者
の
置
か
れ
た
歴
史
学
界

の
差
違
、
特
に
日
本
の
場
合
、
マ
ル
ク
ス
主
義
史

学
で
あ
る
「
講
座
派
」
が
席
巻
し
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム

論
」
が
多
義
的
に
、
そ
し
て
、
無
媒
介
に
連
続
し

て
使
わ
れ
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
も
踏
み
込
ん
だ

評
価
が
必
要
だ
ろ
う
。

以
上
の
諸
論
文
は
、
柔
軟
な
発
想
と
綿
密
な
実

証
を
前
提
と
し
て
お
り
、
藤
村
氏
の
学
銃
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
巻
末
論
文
の
藤
村
道
生
「
試
論
太
平

洋
戦
争
」
で
は
、
氏
の
研
究
に
入
る
原
点
が
示
さ

れ
て
い
を
な
ぜ
、
無
惨
に
戦
争
に
負
け
た
の
か
、

そ
の
よ
う
な
無
謀
な
戦
争
を
行
っ
た
の
か
、
と
い

う
疑
問
は
今
日
的
な
問
題
で
も
あ
る
が
、
太
平
洋

戦
争
が
「
絶
望
の
余
り
」
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
日
本
が
情
報
戦
で
一
方
的
に
負
け
た
わ
け

で
も
な
い
こ
と
が
今
日
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
「
講
座
派
」
全
盛

の
時
代
に
、
「
柔
軟
な
発
想
」
を
近
代
史
研
究
に

も
た
ら
し
た
藤
村
氏
の
業
績
も
、
そ
れ
自
体
、
越

え
ら
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て
狙
上
に
の
ぼ
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
な
の
で
あ
る
。

他
に
、
竹
越
輿
三
郎
を
盤
上
に
の
せ
た
上
野
隆

生
「
竹
越
輿
三
郎
の
ア
ジ
ア
認
識
」
、
国
際
聯
盟

に
お
け
る
戦
争
違
法
化
問
題
を
取
り
上
げ
た
飯
田

真
理
子
「
戦
争
の
違
法
化
の
形
成
過
程
に
対
す
る

日
本
の
対
応
-
清
洲
事
変
に
お
け
る
自
衛
権
概
念

を
中
心
に
ー
」
、
在
日
ユ
ダ
ヤ
系
音
楽
家
問
題
を

整
理
し
、
太
平
洋
戦
争
後
半
ま
で
活
動
が
で
き
、

太
平
洋
戦
争
末
期
に
つ
ら
い
生
活
を
軽
井
沢
で
送

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
政
治
と
音
楽
と

の
関
連
性
か
ら
、
一
九
三
〇
年
代
と
一
九
四
〇
年

代
を
つ
な
げ
る
視
座
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
山
本

尚
志
「
在
日
ユ
ダ
ヤ
系
音
楽
家
問
題
の
研
究
と
展

望
」
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
動
向
が
北
部
ド
イ
ツ
(
プ

ロ
シ
ア
)
　
に
集
中
し
、
こ
れ
に
バ
イ
エ
ル
ン
地
方

を
対
置
し
た
こ
と
で
研
究
の
展
開
可
能
性
を
示
唆

し
た
鍋
谷
郁
太
郎
「
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
地
方
史

研
究
の
成
果
と
課
題
-
第
二
帝
政
期
バ
イ
エ
ル
ン

地
方
を
中
心
に
-
」
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

(
こ
い
け
・
せ
い
い
ち
　
広
島
大
学
総
合
科
学
部
助
教

授
)
(
A
5
判
、
四
〇
八
ペ
ー
ジ
、
七
八
〇
〇
円
、
芙
蓉
書

房
出
版
、
二
〇
〇
一
二
〇
刊
)

石
井
　
進
編

歴
史
家
の
読
書
案
内

二
、
四
〇
〇
円

四
六
判
・
上
製
・
カ
バ
ー
装
/
二
三
四
頁

歴
史
学
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
本
、
行
き
詰
ま

り
や
挫
折
を
克
服
す
る
ヒ
ン
ト
と
な
っ
た
本
、
初
心

に
立
ち
戻
る
た
め
今
も
手
許
か
ら
離
せ
な
い
本
、
将

来
を
見
通
す
指
針
と
な
る
本
な
ど
、
現
在
活
躍
中
の

二
九
人
の
日
本
史
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
す
る

本
と
の
出
会
い
や
思
い
出
を
語
る
。
そ
れ
は
歴
史
学

の
古
典
か
ら
最
近
の
学
際
的
な
著
作
に
わ
た
り
、
歴

史
や
人
間
に
関
心
の
あ
る
方
へ
の
絶
好
の
読
書
案
内
。

〔
執
筆
者
・
二
九
名
〕

細
野
善
彦
　
有
馬
　
学

大
隅
和
雄
　
坂
本
貨
三

五
味
文
彦
　
高
埜
利
彦

成
田
龍
一
塚
本
　
学

龍
福
義
友
　
山
本
博
文

石
井
　
進
　
井
上
　
勲

加
藤
陽
子
　
上
横
手
稚
敬

坂
上
康
俊
　
勝
俣
鉄
夫

高
橋
昌
明
　
武
田
佐
知
子

和
田
　
華

人
開
田
宣
夫

宮
崎
ふ
み
子

笠
松
宏
至

高
木
昭
作

深
谷
克
己

安
丸
良
夫

横
井
　
活

吉
田
　
孝

田
原
嗣
郎
　
永
村
　
眞
　
　
　
(
軋
筆
額
)

古
川
弘
文
館
(
価
格
は
税
別
)

3
-
3
3
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
丁
目
二
-
八

1
1
の
電
話
〇
三
-
三
八
一
三
-
九
一
五
一
八
代
表
)

128

tosho-seibi-repo
長方形




